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研究成果の概要（和文）：　小規模校をハンディキャップのある教育環境とするのではなく、むしろ小規模校・
少人数学級ならではの質の高い教育方法モデルを開発するという方向性での実践的研究に取り組み、「ＩＣＴ活
用実践コース事例集」を大町市教育委員会と連携して作成した。
　また、今後の過疎地・小規模校に求められる学習指導および教育観について、長野県上水内郡信濃町立信濃小
中学校が義務教育学校になるまでの歩みを事例に、一冊の本「山と湖の小さな町の大きな挑戦」にまとめた。
　さらに、ニュージーランドの自律的な学習を支援している教育方法を映像資料として撮り集め、「主体的・対
話的な学び」という観点から編集した教員研修用のＤＶＤ教材を開発した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I tried to practical research with the developing educational
 method  to small schools and small classes. I got following three products.
1) the DVD material for the teachers with ICT education through the collaboration with the Omachi 
City Board of Education.  2) The new educational book which was named "The big challenge in the 
smoall town surruond forest and lake".  3) The DVD material for the teacher-training about the 
method of active learning.
In addition, with regard to learning guidance and educational perspectives required for depopulated 
areas and small-scale schools in the future, as a case of the Shinano elementary and junior high 
school.

研究分野：教育方法学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は，それ以前に取り組んできた過疎
地におけるオルタナティブ教育の調査研究
を応用して，未来型の新たな教育方法を構想
することを目指して申請したものである。 
具体的には科研費・基盤(B)(海外学術調
査)：「小規模校にオルタナティブ教育を導入
する教育効果に関する国際協同研究」（研究
代表者：伏木久始，平成 20～24 年度）や，
国立教育政策研究所の公募型研究助成金採
択プロジェクト：「過疎地域の実情に即した
小中一貫校づくりと教育課程の開発」（研究
代表者：伏木久始，平成 23～24 年度）の研
究成果を発展させ，深刻な少子・人口減少社
会を見据えた新しい授業の発想を提案する
ものである。近年の学力政策にも反映されて
いるＰＩＳＡのキー・コンピテンシーの一要
素「自律的な学び」と，日本の学校現場で重
視されている「協同的な学び」を結びつけた
学習スタイルは，1990 年代以降のフィンラ
ンドや 2000 年代からのニュージーランドの
教育改革にみる「TeachingからLearningへ」
というスローガンと同調しており，その実践
理論は，伏木久始「複式学級の教育効果を生
かした教育実践の可能性－スウェーデンの
ヴィットラ・スクールの「個に応じた教育」
を事例として－」『個性化教育研究』（日本個
性化教育学会の審査付き論文；第 2号，14-23）
にて考察しているが，過疎地の新しい教育理
念に適している。 
一方，僻地小規模校の教育を対象とした先
行研究としては，いわゆる特色ＧＰに採択さ
れた北海道教育大学の「へき地・小規模校教
育実践プログラムの開発」（平成 17 年～20
年度）」が代表的なものであり，複式学級の
学習指導を支援する教材ＤＶＤを制作する
などの貴重な研究成果を発表しているもの
の，既存の教育観の延長上での研究であり，
タブレットＰＣの普及に連動した最先端の
ＩＣＴを活用した上での未来型の学習スタ
イルを僻地教育に導入する研究は未着手で
ある。 
そこで，過疎地の小規模校における個別学
習を主体とした学習方法を効果的に導入す
るなかで，ICTを活用して校内外の子ども同
士が協同学習できるシステムを開発するな
どの次世代型学習を試行実践することを構
想した。 
 
２．研究の目的 
 地理的に学校統廃合も困難な山間僻地で
は、都会からの山村留学生を受け入れて学校
そのものの存続を図ったり、厳しい財政状況
の中から教員加配予算を捻出したりして、学
校の“質の低下”を避けるべく市町村が精一
杯の対応をしてきた。しかし、今後の人口減
少予測をふまえるとそうした努力も限界に
きており、新しいコンセプトでの学校や授業
のあり方の検討が重要課題となる。 
そこで本研究は、従来は条件が悪いとされ

てきた僻地小規模校の教育環境の発想を転
換し、最先端のＩＣＴを活用しつつ，学習者
が自律的かつ協同的に学ぶ学習スタイルを
導入して、持続可能で小規模校・少人数学級
ならではの質の高い教育方法モデルを普及
していくことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
すでに平成 25 年 7 月よりスタートしてい
る長野県教育委員会の「少人数学級指導のあ
り方研究委員会」の顧問を務めつつ，少人数
学級の従来型指導モデルをまとめ（１年目），
長野県内の僻地小規模校における教員研修
等において，ＩＣＴ関連業者と連携して，自
律的・協働的に学ぶ新しい少人数学級向けの
学習指導モデルを開発する（２年目）。その
上で，最先端のＩＣＴを活用した協同的で自
律的な学習を重視した教育方法を，研究協力
者である小中学校の先生方が体験的に理解
し，未来型学習の伝道師となって県内各地で
実践を拡げていけるようサポートする（３年
目）というプロジェクトを計画した。 
無線ＬＡＮ環境下におけるタブレットＰ
Ｃを活用した双方向型の協同学習システム
は，技術的にはほぼ実現しており商品化も進
んでいるが，それを過疎地の学校に普及して
いく上で障害となるのは，インフラの整備よ
りも教員の意識改革にある。本研究では，す
でに着手している未来型学習スタイルをモ
デル化し，小中学校の現職教員の研究協力者
らによる実践を通して学習モデルを修正・調
整し，その学習スタイルを過疎地の学校に普
及していくための「指導の手引き」を作成す
ることを目指した。 
 
４．研究成果 
本研究プロジェクトのメンバーを中核と
した共同研究者により「次世代型学習を考え
る会」を結成し，３年間に計７回の学習会を
実施して，過疎地小規模校をハンディキャッ
プのある教育環境とするのではなく，むしろ
小規模校・少人数学級ならではの質の高い教
育方法モデルを開発するという方向性での
実践的研究に取り組んだ。そのために必要な
条件は何かを洗い出し，ＩＣＴを活用しつつ，
学習者が自律的かつ協同的に学ぶ学習スタ
イルを導入する実践を小中学校において実
践した。 
 本研究では，従来型の少人数学級の指導ス
タイルをまとめ（１年目），未来型学習スタ
イルと考える授業方法をモデル化し（２年
目），小中学校の現職教員の研究協力者らに
よる実践を通して授業方法を修正・調整した
（３年目）。その授業方法を過疎地の学校に
普及していく上で参考にできる「ＩＣＴ活用
実践コース事例集」を大町市教育委員会と連
携して作成した。これにより一般の教員が最
先端のＩＣＴを活用した協同的な学びと自
律的な学習を重視した教育方法を実践して
いく際のガイドラインが設定できた。また，



今後の過疎地・小規模校に求められる学習指
導および教育観について，長野県上水内郡信
濃町立信濃小中学校が義務教育学校になる
までの歩みを事例に，一冊の著書「山と湖の
小さな町の大きな挑戦」（学文社）にまとめ
ることができた。 
 さらに、ニュージーランドをはじめとする
海外の自律的な学習を支援している教育方
法を映像資料として撮り集め，それらを「主
体的・対話的な学び」という観点から編集し
た教員研修用のＤＶＤ教材を開発した。この
映像教材は 2017 年６月より順次長野県の各
研修講座にて活用している。 
 本研究は，僻地小規模校における未来型学
習を構想する際の基礎的なデータを収集で
きたが，それぞれの地域が抱える問題に即し
て柔軟に学習指導モデルを開発する際の配
慮事項等も整理できた。特に，ＩＣＴ活用分
野における新たな研修ニーズを掘り起こす
ことに少なからず貢献した。それは，従来の
ＩＣＴ活用教育が特定の知識・技能をもつ一
部の教員だけで運用する傾向にあった実態
に対して，どの教員も日常的にＩＣＴを活用
するという意識付けに有効な校内研修を指
導できたことにある。過疎地小規模校におい
て，子ども一人ひとりがタブレットＰＣをも
って授業を進めていくという学習スタイル
が実現し始めた今日，教室内の子ども同士の
学び合いを促進するだけでなく，学校・地域
を越えてＬＡＮないしＷｉＦｉで結びつく
教室間で協同学習を行うことが一般の教員
でも無理なく導入できる学習モデルの開発
に道を拓いたと言える。 
本研究により，以下の４点が期待できる。 
①過疎地の小規模校・少人数学級における授
業が刷新され，中山間地・僻地の学校教育の
質の保証が期待できる。 
②教室内のネットワークだけでなくインタ
ーネットにも接続することで，過疎地小規模
校の共通の悩みでもある子ども同士の協同
学習の乏しさや，教員同士の切磋琢磨の機会
の欠如を改善できる。 
③学習コンテンツを大学の研究室と市町村
教育委員会とが共同利用するサーバーを設
定することで，地域限定版の内容を盛り込ん
だ最新の教育内容をアップするＷｅｂ版の
教材センターを開設できる。 
④結果的に過疎地小規模校の教職員の実質
的な研修モデルを提案することになり，全国
の過疎地域を抱える市町村教育委員会の教
員研修に大きな貢献ができる。 
また，今後ますます人口減少による少子・
高齢化がすすむ社会構造にあって，深刻化す
る過疎地の生活環境にあってもタブレット
ＰＣが日常のツールとなり，インターネット
を通じて学校が地域社会と密接に繋がるこ
とで，過疎地の新しいコミュニティーのあり
方が検討される契機を生み出すものと考え
られる。 
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